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序

安中市は群馬県西部に位置し、古くは東山道、近世には中山道、現在は国道18号が通る交通

の要衝です。西には妙義の峰々がそびえ、北西には浅間山が顔を覗かせています。この浅間山

は過去に何回も大噴火を起こしています。江戸時代の天明3年(1783)の大噴火が有名ですが、

平安時代の天仁元年(1108)にも大噴火をおこしており、当時の上野固から朝廷に被害を報告

しています。中宿在家E遺跡から発見された水田社はこのときの水田の跡で、す。浅間山から

30km以上離れた中宿にも大量の軽石が降り積もり、水田や水路を埋めてしまっていたのです。

中宿は安中市の東部に位置し、碓氷川!と九十九川l及び柳瀬川が合流する場所で、水田地帯と

なっています。南には野殿の丘!凌を望み、北東には鷹巣の崖がそびえています。江戸時代には

中山道、現在は国道18号が通り、交通量の多い場所の一つです。中宿には、国指定重要無形民

俗文化財の中宿の糸操燈寵人形(指定名称は「安中中宿の燈寵人形J)があり、世界に類を見

ない独特な芸能です。また、中宿の蓮華寺には県指定重要文化財の「栄朝禅師木像J(鎌倉時

代)が杷られていて、鎌倉街道(中世東山道)がこのあたりを通っていたことを物語っていま

す。中宿在家E遺跡から発見された磁器、刀、古銭といった遺物や掘立柱建物土i上群や井戸など

の遺構は、水田が天仁元年に埋没してからしばらくしてここに館が造られていたことを物語っ

ています。このように中宿在家E遺跡の調査からは、国道18号バイパス建設工事に伴って、(財)

群馬県埋蔵文化財調査事業団が実施した中宿在家遺跡とともに中宿の歴史の一端を伝える資料

が得られました。この報告書を通して改めて中宿、および安中市の歴史を考える資料になるこ

とを願っております。

最後に、発掘調査にご協力いただいた関係者、そして空っ風の吹く中、発掘調査に参加され

た方々にお礼申し上げます。

平成11年5月31日

安中市埋蔵文化財発掘調査団

団長山中誠次



一口
布
v

l 本書は株式会社カインズが実施したカインズホ ム安中庖建替工事に伴う埋蔵文化財発掘調

査報告書である。

2 発掘調査を実施した遺跡は中宿在家E遺跡であり、遺跡略称はD-14である。

3 試掘調査は、平成7年度国庫補助金及び県費補助金の交付を受けて行った。また、本調査及

び遺物整理は株式会社カインズからの委託金により実施した。

4 試掘調査は平成 7 年11月 8 日~1O日までの間に実施し、本調査は同年11月 13 日 ~12月 25 日ま

での間に実施した。また、遺物整理は、平成 8 年 l 月 8 日 ~12 日までの聞と 2 月 1 日 ~29

日までの問、及び平成10年度に断続的に実施した。

5 試掘調査は安中市教育委員会直営で行い、社会教育課文化財係主任(文化財保護主事)大工

原豊及び同主事深町真が担当した。本調査は安中市埋蔵文化財発掘調査団で行い、発掘調

査員大工原及び深町が担当した。遺物整理は大工原、深町、主事井上慎也が担当した。

6 遺物整理作業の分担は以下のとおりである(敬称略-五十音順)。

全体の総括 大工原

本文の執筆 深町、井上、 VII= (株)古環境研究所

遺構図の作成 飯塚洋子、大塚清美、金井京子、下 マス江、日田利江、安田京子、

山崎順子、山崎恵、清水正、須藤ダイ、田中利策、山口良江

遺構図のトレス 伊田百合子、平出紀子

遺物の分類・観察表の作成 深町、井上、吉沢栄子

鉄製品・石製品:筑井美佐子

土器類:高瀬敦子、筑井、吉沢、深町、井上

遺物のトレース 吉沢

遺跡分布図及び地図等の作成 伊田、古立真理子、吉沢

復元図の作成 白石純子

遺物実測図の作成

復元図の作成指導 大工原

7 遺構写真の撮影は大工原、深町が行い、航空写真の撮影は(有)青高館に委託して実施した0

8 地質分析、植物珪酸体(プラントオパール)分析、花粉分析、寄生虫卵分析、出土炭化材の

樹種同定は株式会社古環境研究所に委託して実施した。

9 青磁、白磁、陶器の一部については、関口唐次氏にご指導-ご助言をいただいた。

10 発掘調査における記録、出土遺物はすべて安中市教育委員会で保管している。



11 発掘調査組織は下記のとおりである。

教育長(団長) 山中誠次

教育部長(副団長) 真下仁(平成9年3月転出)

社会教育課長(事務局長)

文化財係長(事務局次長)

阿久津浩司(平成11年 3月退職)

鈴木勝

多胡泰宏(平成 9年3月退職)

横田道夫

杉山弘(平成9年 3月転出)

佐藤輝男

主任・文化財保護主事(発掘調査員) 大工原 豊

主任・文化財保護主事(発掘調査員) 千田茂雄

主任

主事(発掘調査員-庶務係員)

主事(発掘調査員)

12 発掘調査従事者

清水芳秋(平成11年4月転入)

深町 真

井上慎也

浅川Iた け 子 飯塚洋子漆原高司大塚清美佐藤里津子清水正下マス江

高橋とく子多胡静田島一雄田島かつ子 田島せい子田島元治田中利策

西村水子 日田利江丸岡民子宮沢美知子森田洋子安田京子山口良江

山 崎順子山崎恵

13 遺物整理従事者

伊田百合子 白 石 純 子 高 瀬 敦 子 筑 井 美 佐子平出紀子吉沢栄子台立真理子



凡例

l 遺構実測図は 1180を基本とした。基本層序、畦畔セクション図は 1140とした0

2 遺構図中の北マ クは磁北である。

3 遺物実測図の縮尺は下記のとおりである。

土器・陶磁器 114 石製品 113 鉄製品 114

4 土層説明中の記号とその意味は以下のとおりである。

色調:E音<明、明>暗

しまり・粘性 Oあり Oゃゃあり ムあまりない ×ない

混入物 :0大量 O多量ム少量 ※若干

RP:ローム粒子(溶け込んだ状態) RB ロームブロック(固まりの状態)

5 土色及び土器等の色調は『標準土色帳』によった。

6 Y奈さ 40cm 以上のピット、及び深さ 20~39cm のピットは網掛けで表示した。

¥Q) 。。 。

@ 

深さ 40c m 以上のピット

/ 
⑫ 

電b
深さ 20~ 3.9 c m のピット。
・B

@ 

@ 

7 土器についた煤、陶磁器は下記のスクリーントーンで表示した。

-vf 

二J
令

青磁
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I 調査の経緯

1 調査に至る経緯

平成7年6月7日に株式会社カインズから安中市教育委員会へ庖舗建替工事の照会があっ

た。この庖舗建替予定地の隣接地で、国道18号バイパスの建設工事に伴う群馬県埋蔵文化財発

掘調査事業団による平安時代の水田祉や掘立柱建物祉群等の調査が行われており、該当地域内

にも同様の遺構が存在することが確実であった。したがって、庖舗の建替工事を実施する際に

は丈化財保護の措置が必要である旨の回答を同年6月29日に行った。

その後、株式会社カインズと市教育委員会の間で埋蔵文化財の取り扱いに関する協議を行い、

遺跡に影響をこうむる部分約4，000rrlについて、安中市埋蔵文化財発掘調査団が発掘調査を実

施し、記録保存の措置を講ずることになった。

2 調査の経過

試掘調査は前述のように平成 7 年11 月 8 日 ~10 日までの 3 日間実施した。試掘調査の結果、

百舗建設予定区域内に浅間 B軽石直下水田祉や溝が存在することが確認された。このうち、

庖舗が建設される部分(約4，000ぱ)を本調査することになった。

本調査は平成 7 年11月 13 日 ~12月 25 日までの間延べ43 日間実施した。発掘調査はパックホ

ーによって IIb層まで掘削し、ジョレンを使って遺構確認作業を行った。表土掘削が完了し

た後、調査区全体で水田祉の畦畔を確認するとともに溝、土坑、ピット等の遺構を調査してい

った。畦畔については壁際の数地点で断ち割りを行い、土層の堆積状況を記録した。また、調

査区南西部から多数のピット群を検出し、その配列から、掘立柱建物群が存在することが明ら

かとなった。その後、 16mごとに基準杭打ちを行い、この基準杭を基にして 4mの小グリッド

を設定した。発掘調査がほぼ完了した12月14日に遺跡全体の航空ビデオの撮影を行い、 12月

18 日 ~22日に遺構平面図を作成して本調査を終了した。

(深町真)
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E 調査の方法

1 発掘調査の方法

(1)調査の目的と方針

本調査区は、国道18号改築工事に伴う発掘調査により浅間 B軽石層直下の水田土止と中世館

祉が確認された部分に隣接していることから、当該期の遺構がさらに調査区域内にも広がる可

能性が予想された。したがって、発掘調査は、これらの遺構との関連性を含め、水田祉の規模

と中世における中宿地区の集落(館社)を解明する資料を得ることを目的とした。

(2 )調査区・グリッドの設定

a 調査区の設定

試掘調査は庖舗建設予定区域 (9，126m) に、南北方向に幅2mのトレンチを各々 20m間隔

で5カ所設定した。西から順番に第 1トレンチ、第2トレンチ、第3トレンチ、第4トレンチ、

第5トレンチと呼称した。試掘調査の結果、遺構が確認された約4.000ぱを本調査の区域とした。

b. グリッドの設定

位置の記録方法としては、従来から安中市で行われている 100mx 100mの大グ、リッドと 4m

x4mの小グリッドを併用する方法を採用した。小グリッドの呼称は北から南へアルファベッ

トで A、B、C、ー・ 、西から東へ算用数字で l、2、3、 - であり、グリッドの名称はそ

の北西隅の杭の名称とした。そして、包含層調査の場合、 4m四方の小グ、リッドをさらに 4分

割し、北西隅から南東隅に、 a、b、c、dとグリッドの最後に付して記録することにした。

発掘調査では、当初、グリッドの基準となる杭の位置は、調査区に合わせて任意に設定し、

その後、国家座標への取り付けを行ったo H-11グリッドが X= 36979. 501、y= -81975. 372 

である。

( 3 )遺構確認面

本遺跡の基本層序は第3図に示した通りである。浅間 B軽石層 (As-B層、 IIb層)が遺

跡全面にわたり堆積していたため、パックホーにより IIb層上部まで掘削し、 IIb層の下部

で、遺構の確認を行った。

2 



(4 )遺構の調査方法・記録方法

発掘調査した遺跡の遺構の調査方法は第l表のとおりである。このうち、航空ビデオ利用に

よる平面図作成法やロ←ルピニールによる土層転写法、分層16分割法、排土坑による排土処理

は、昭和63年度~平成4年度まで実施された中野谷地区遺跡群の発掘調査の経験から導入さ

れたものである。これらの方法については、『大下原遺跡-吉田原遺跡j(安中市教育委員会、

1993年)、『中野谷地区遺跡群j(安中市教育委員会、 1994年)の中で詳述されているので、そ

の中の記述を参考にされたい。

作業の種類 水田士止 1毒 土坑・井戸 ピット群 竪穴状遺構

(掘立柱建物上止)

基準杭 委託

グリッド杭 直営

表土掘削・除去ノえックホー

遺構確認 ジョレン

遺構精査・掘削移植ゴテ 移植ゴテ 移植ゴテ 移植ゴテ 移植ゴテ

ねじり鎌(両刃)ねじり鎌(両刃)ねじり鎌(両刃)ねじり鎌(両刃)ねじり鎌(両刃)

竹箆 竹箆 竹箆

中華用お玉 中華用お玉

芋掘り用突き

排土処理 排土坑による排土処理を併用

遺物取り上げ泣 グリッド 2m毎に分割 一括 一括 竪穴式住居士止に

準ずる。

遺構平面図 航空ビデオ利用による平面図作成法

土層断面図 ビニール転写法 ヒマニール転写件ビ、ニル転写叶互ニル転写吋ビ、ニ ル転写法

遺構断面図 図面起こし 図面起こし 図面起こし 図面起こし 図面起こし

遺構写真 リバサル写真 (35mm)

モノクロ写真 (35mm)

第 1表作業工程別調査方法一覧表

( 5 )調査機材

今回の発掘調査で使用した機材は以下のとおりである。

〔表土掘削〕パックホー (O.7rrl)

〔遺構確認・精査〕ジョレン、ねじり鎌(両刃)、手鍬、移植ゴテ、竹箆、プラスチック製

荷札、赤鉛筆、青鉛筆等

〔ピット掘削〕突き(山芋掘り用)、中華用お玉等

3 



〔遺構測量〕レベル、スタッフ、農業用ロールビニール、黒マジック、五寸釘、竹串、コノ

エダブル、ピンポール (1m)、ポール(2m)等

2 整理の方法

(1)整理の方針と目的

調査の方針と目的についてはすでに述べたとおりであり、初期の方針に沿って遺物整理は行

うこととした。今回の調査では、遺跡全体から浅間 B軽石 (As-B)に覆われた水田跡が検

出された。また水田跡以外にそれに関連する施設(水口、溝、畦等)及ぴ竪穴状遺構・掘立柱

建物が検出された。整理に当たっては土層の堆積状態・遺構の面的な配列より中宿在家遺跡と

の関連を捉え、集落の景観を復元することとした。

( 2 )遺構の記載方法

掘立柱建物土I上は柱穴の深さや位置関係より個々の建物の形態や規模を推定し図版を作成し

た。

土坑.;薄-竪穴状遺構・井戸については平面図・土層断面図・土層観察表・遺構観察表を掲載した。

( 3 )遺物の記載方法

[土器の分析・記載方法]土師器・須恵器の分析・記載方法土師器、須恵器は小破片が多いた

め図示できるものが少なく、残存率の高いもので時期的特徴を示すものに限り図示し、その他

は点数のみを示した。

[陶磁器類の分析・記載方法]小破片が多数であるため、残存率の高いものに限り破片実測を

基本とした。青磁については全点実測を行った。その他のについては器種と点数を示した。

[その他の遺物の分析・記載方法]鉄製品、石製品の実測はコピーを利用して行い、実測図と

観察表を作成した。古銭は拓本と観察表を記載した。

(深町真)
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E 遺跡の地理的・歴史的環境

1 地理的環境

中宿在家E遺跡は、安中市中宿字石合に所在する。本遺跡の所在する安中市は、群馬県西部

に位置し、古代より関東と長野を結ぶ交通の要路としてその任を果たしてきた地である。

市の東南端から上間仁田の天神]11までは岩野谷正陵が続き、いずれもその地域の分水嶺とな

っている。市域の中央よりやや南側を碓氷川、やや北側を九十九川が東流し、中宿地内で合流

し、さらに東に向かつて流下している。この河川の両岸では河岸段丘が発達している。碓氷川

沿岸では、中野谷から天神川までが上位段丘面、安中・原市が中位段丘面、磯部が下位段正面

に位置している。碓氷川下位段正面を柳瀬川iが東流し、大竹字池田で碓氷川上位段Eを浸食す

る猫沢川が合流し、中宿で天神川lが合流する。この天神川は碓氷川上位段正と岩野谷丘陵の境

界を流れていて、その左側は碓氷川上位段正、東側は岩野谷丘陵がある。さらに柳瀬川は旧国

道18号の鷹之巣橋西詰付近で碓氷川lに合流している。

このように中宿の大部分は碓氷川下位段Eより一段低い碓氷川低地帯に立地しており碓氷川

に九十九川や柳瀬川が合流する地点でもある。中宿在家E遺跡はこの碓氷川低地帯に位置し、

自然堤防上に立地している。また、碓氷川と柳瀬川の合流地点から碓氷川沿いに碓氷川Iが中宿

側で瀬になっているところまで段差があり碓氷川及び柳瀬川の洪水による河岸段正であると推

定される。柳瀬川の両岸にも段差が見られ、柳瀬川の洪水による河岸段丘であると推定される。

2 歴史的環境

本遺跡の周辺遺跡について概観する。弥生時代に遡る遺跡は、隣接する中宿在家遺跡 (2) 

で後期(樽式)の遺物が出土しており、付近に集落遺跡の存在が推定される。また、この遺跡

では As-B軽石層下の水田土止と中世館土止が検出されている。奈良-平安時代の集落遺跡とし

ては本遺跡の南、岩野谷正陵上に西殿遺跡 (4)、堀谷戸遺跡 (3)が存在する。中世館土止と

しては古城遺跡 (10)、板鼻城祉 (11)、舘谷津館土止 (32)が存在している。

この地域は碓氷川・柳瀬川の氾濫と、交通の要衝としての人為的な影響を受け、絶えず変化

をくりかえしてきた。中宿在家遺跡の水田面では砂磯層が確認され大小の洪水あるいは増水が

あった可能性が大きいこともそのことを裏付けている。また、周辺には東山道、宮街道のルー

トが推定され、栄朝建立の蓮華寺があるなど歴史的にも重要な意味をもっ地である。
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7 旧岩里子谷村57号墳

8 岩井西ノ平古墳群

9 大谷古墳群

10. 古城遺跡

5. 野殿北屋敷

6 野殿天王塚古墳

跡遺{系ん
四日催中

¥
①

2
 
3 堀谷戸遺跡

4 西殿遺跡

第 1図遺跡位置図
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縄文 弥生 古墳
遺 跡 名 !日

草早前中後晩 中後 前中後終
奈良.fJz安中世

① 中宿在家 E遺跡

2 中宿在家遺跡

3 堀谷 戸遺跡

4 西 殿 遺 跡

5 野殿北屋敷

6 野殿天王塚古墳

7 綜覧岩野谷村57号墳

8 岩井西ノ平古墳群

9 大谷古墳群

10 古 城 遺 跡 。
11 板鼻城遺跡

12 立的塚(荒木山)

13 綜覧板鼻町4号墳

14 扉風岩遺跡

15 平 塚 古 墳

16 観音塚古墳

17 八幡二子塚古墳

18 J¥ 幡 遺 獄、

19 七五 三引遺跡

20 八幡 中原遺跡 ※ 

21 若田原遺跡

22 若田大塚古墳

23 楢ノ木塚古墳

24 峯 林 古 墳

25 長瀞西古墳

26 友←L喧 中 城 跡

27 安 中 内 出

28 稲荷神社古墳

29 愛宕神社古墳

30 綜覧安中日J6号墳

31 雌雄塚古墳

。住居5軒以上・古墳・記念物

ム遺構有り(土坑・溝など)

。。。。
※ ※ 。。。。どL

※ 。。。。。。。
D 。。。 。。

。?。ム。。。
※※※ 。QlOQlO 。。。

ム ※ 。。。。
OQlQl 。。。。 。。。

。?。。

0 住居5軒以下・大溝・水田・畑など

※遺物のみ

第2表 中宿在家E遺跡周辺遺跡
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第2図 中宿在家E遺跡位置図
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3 層序

中宿在家E遺跡における基本層序は第3図のとおりである。土層の堆積は概ね基本層序に準

じているが、遺跡が低地に立地し、洪水等の影響により、台地とはやや土層の堆積状況が異な

っている。水田土止は IIb層に覆われており、この水田耕作土はE層に対比され、水田土壌特

有の鉄分の沈着が認められる。また、分析では IIa層中から浅間粕川テフラ (As-Kk)が検

出された。本遺跡北側で一段低くなった場所では、洪水層の下が磯層となることを確認した。

層名 色調 しまり 粘性 混入物 備考

As-A As-B 粕)11テフラ

Ia層 黒褐色土層 どL ム 。
Ia'層 灰白色軽石層 Ia<Ib × × 。 一部洪水層

IIa 層 黒色土層 Ib>IIa ム ム 。 ※ 

IIa'層

IIa"層

IIb層 灰褐色軽石層 IIa<IIb × × 。 As-B純層

m'層 暗赤灰色土層 IIc<IIb 。。 水田幸刑午土

第3表基本層序土層説明

132.00m 

130.00m 
E 

西壁 4 西壁 3
西壁 2

131.00m 第 4 トレンチ

ー造二.::Jcコ台

200m R司
n h賜 II b 

E グ

II a 11 

じ必乏ゑ災必w芳一IIb 
北壁 l 南壁東 1

131. OOm 

東壁 3

第3図基本層序柱状図
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N 平安時代の遺構

本遺跡からは調査区全体から As-B層(浅間 Bテフラ、lIb層)直下の水田土止と畦畔、水

口及び水路状遺構、溝3条を検出した。

1 As-B層直下水田祉

水田祉は西から東へ傾斜する地形に沿って調査区全体で検出された。 As-B層(浅間 Bテ

フラ、lIb層)に覆われており、畦畔等の遺存状況は良好であった。調査区中央部で南北に

延びる大畦畔とこれに併設する溝 (M-l号溝)を検出した。また、大畦畔にある堰状の集石

をもっ中央水路、この水路に繋がる東西に延びる溝 (M-2号溝、 M-9号i弄)を検出した。

隣接する中宿在家遺跡でも同様な水田跡と関連施設が確認されている。これにより本地域の

水田が東西南北の大畦畔によって大きく区画され、その中を大小様々な水田が不規則に区画さ

れていることが判明した。また、水路等の水の供給や畦畔の水口も傾斜地形に沿って構築され

ており、水田耕作における水の管理技術が高いことが、本遺跡においても確認された。

この水田は土層堆積状況から As-B層の堆積後に放棄され、その後、度重なる洪水によって、

本格的な耕作は近世まで、行われなかったことが判明した。

2 溝

水田祉に伴う溝は 3条検出された。水田に水を供給する目的をもった水路の機能を備えてい

たと推定される。このうち M-l号溝と M-9号溝は隣接する中宿在家遺跡から延びる溝と

同一である可能性が高い。

[M -1号溝](第5図)

遺跡全体を縦断する溝で、等高線から南から北に水が流れていたと推測される。溝の西側の

土手は比較的広く、その上には石が点在していた。東側の土手は西側に比べると幅が狭く、ま

た高さも低い。水田祉のところで記したように M-l号溝の東西の土手は水田の畦畔をかね

ている。 M-l号溝の西側の土手(畦畔)には水口がみられないが、東側の土手(畦畔)は 3

ヶ所で切られ水口が形成されており、直接水田とつながっている。このほかに直接 M-l号

溝と水田はつながらないが、 M-l号溝東側の土手(畦畔)沿いに 4ヶ所の水口が造られてい

る。また、 G-llグリッドで M-l号溝は西側の M-9号溝と合流し、また、東側では、 M

ハU
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-2号溝が分岐している。この部分の M-1号溝は他の部分より幅が広がり池状となってお

り、大小さまきやまな磯が存在したが、このうち大きなものは置かれたものと推測され、水量調

整施設であると推測される。

[M-2号溝] (第5図)

M-l号溝と M-9号溝が合流するところの東から遺跡の東端に延びる溝で、地形的に西か

ら東に水が流れていたと推定される。一箇所畦畔を切って延びているが、その切り方から畦畔

を壊しているのではなく、水田への給排水のためと推定される。 M-2号溝は M-l号溝の東

北側への水田の給排水の役割を果たしていたと推測される。

[M-9号溝] (第5図)

遺跡の西壁から斜めに延びて M-l号溝に合流する溝で、 M-8号溝や l号井戸によって一

部を壊されている。地形的に西から東に水が流れていたと推定される。 3箇所で畦畔を切って

延びているが、 M-2号溝と同様にその切り方から畦畔を壊しているのではなく、水田への給

排水のためと推測される。 M-9号溝は M-l号溝の西側の水田への給排水の役割を果たして

いたと推定される。

(深町真・井上慎也)

(単位:m) 

遺構名 上幅 下幅 深さ 備考

M-l号溝 1. 84 1.2 0.16 水路

M-2号溝 O. 56 O. 32 O. 08 水路

IM-9号溝 0.44 O. 24 O. 08 水路

第4表平安時代の溝観察表
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V 中世の遺構

中世では、調査区南西部で、館主止に係わる遺構群が検出された。調査では館祉の東側部分のほ

ぼ 2/3を検出した。館主i上には区画する大溝(堀)等は検出されなかった。本遺跡で検出され

た遺構は中宿在家遺跡で検出された館祉と構造が類似する。検出した遺構は掘立柱建物社9棟、

竪穴状遺構 l基、柵柱列 l条、井戸 1基、土坑19基、ピット群である。

l 掘立柱建物社

[HT-l号掘立建柱建物I止] (第7図)

東西2間以上に南北2間で四周に庇を巡らせている建物であると推定される。建物の西側は

調査区外に延びている。建物の規模と構造及ぴ配列から HT-2号掘立柱建物壮とともに、中

宿在家E遺跡の掘立柱建物土l上群の主屋であったとみられる。ただし、内側の柱穴は外側の柱穴

より総じて浅いので l棟ではなく 2棟の可能性もある。この場合、外側の建物は寺の講堂的な

建築物であったと考えられる。

[HT-2号掘立建柱建物祉] (第8図)

東西2間に南北2間の総柱の建物で、総じて内側の柱穴が外側の柱穴より深い柱穴で構成さ

れ、また、四隅の柱穴が対角線上に並んでいるので、四周に庇を巡らせた建物 (2間4面)で

あると考えられる。南側中央に張り出し部がつき、出入り口であると考えられる。建物の規模

と構造及ぴ配列から HT-1号掘立柱建物証とともに、中宿在家E遺跡の掘立柱建物祉群の主

屋的建物であったとみられる。

[HT-3号掘立建柱建物祉] (第9図)

東西 l聞に南北3間の建物であると推定される。建物の規模から主屋に付随する建造物であ

ったと考えられる。

[HT-4号掘立建柱建物t止] (第9図)

東西2間に南北2聞の建物である o HT-6号掘立柱建物祉と重複する。建物の規模から主

屋に付随する建造物であったと考えられる。
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[HT-5号掘立建柱建物1止] (第10図)

東西4間に、南北2問の建物である。棟方向は東西軸である。 HT-6号掘立柱建物社と重

複する。細長い建物であるので、倉庫的建物であると考えられる。

[HT-6号掘立建柱建物祉] (第11図)

南北6聞に東西2聞の建物である。また、建物の西側及び南側に柵列があったあるいは塀が

あったと推定される。棟方向は南北軸である。日で -4号掘立柱建物社及び、HT-5号掘立柱

建物祉と重複する。南北に細長い建物であるので、倉庫的建物であると考えられる。

[HTー 7号掘立建柱建物I止] (第12図)

東西3間に南北 l間の建物で、東側に庇がつくと推定される。棟方向は東西軸である。細長

い建物であるので、倉庫的建物であると考えられる。

[HT-8号立掘立建柱建物I止] (第12図)

東西 l聞に南北 l間で西側に庇のつく建物の東に、東西 1間に南北2聞の台形の平面建物が

つくという曲がり屋的な平面を持つ建物である。棟方向は東西軸である。

遺構名 東西×南北(間)東西(芯芯)南北(芯芯) 南北軸方向 重複関係 備考

N→E (0 ) 

日T-l (2) X 2 (3. 92) 6. 56 335 主屋・庇付き

HT-2 2X2 6. 72 5. 76 345 主屋・庇付き

日T-3 1 X 2 2. 16 4.96 337 南庇付き

日T-4 lX2 3. 36 4. 32 343 HT-6 西庇付き

HT-5 4X2 7. 44 3.36 338 HT-6 総柱・庇無し

日T-6 2X6 3. 04 12.80 341 HT-4・5 総柱・庇無し

HT-7 3 X 1 2. 16 8. 64 332 総柱・庇付き

HT-8 2 X 1 5. 44 3.28 325 西庇付き

(単位:m) 

第5表掘立柱建物壮観察表
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2 柱穴列

日号柱穴列] (第13図)

日T-1 号~HT-3号掘立柱建物祉の北側に、柵柱穴列と推測される東西に並ぶピット群

をl条検出した。位置と走方向から判断して、敷地を区切る「垣戸」の一部であると考えられる。

3 竪穴状遺構

[T -1号竪穴状遺構] (第14図)

掘立柱建物群から北へ約10m離れた位置で、検出した。形態は平面長方形である。ピット等及

び遺物は検出されなかった。

4 井戸

[1 -1号井戸] (第14図)

1 -1号井戸は、 T-1号竪穴状遺構の南東に位置し、 M-9号溝の一部を壊して造られてい

る。井戸は洪水によって埋没しており、底部には礁が混入している。埋土には浅間 Bテフラ

が混入する。底部磯層付近で

遺構名

T-1号竪穴状遺構

1 -1号井戸

5 土坑

第6表竪穴状遺構・井戸観察表

土坑は調査区南西部に分布する。土坑の種類は掘立柱建物の柱穴であるもの (D-12号土坑-

D -15号土坑)、集石を伴うもの (D-20号土坑)、遺物が出土したもの (D-1号土坑)、炭化

材が出土したもの (D-22号土坑)、その他性格不明のものに分けられる。また、 D-18号土

-23 



坑は M-7号溝、 D-21号土坑は M-8号溝、 D-23号土坑は T-1号竪穴状遺構によってそ

れぞれ壊されている。これらの土坑は検出状況及び埋士からほとんどのものが中世に属すると

考えられる。

(単位:m) 
遺構名 平面規模 深さ 形態 出土遺物 備考

南北 東西 平面 断面 臨ま 磁器 礎

D-1号土坑 1.22 0.80 0.22 楕円形 皿状 。 12末~13世紀

D-4号土坑 0.88 0.72 0.18 楕円形 皿状

D-7号土坑 0.83 0.79 0.19 円形 皿状 。
D-8号土坑 0.81 0.76 0.11 円形 皿状

D-9号土坑 0.65 0.59 0.12 円形 皿状

D-12号土坑 0.72 0.45 0.24 楕円形 皿状

D-14号土坑 1.10 0.61 0.23 ハート形 椀状 。
D-16号土坑 0.67 0.63 0.13 円形 皿状

D-17号土坑 0.99 0.86 0.38 楕円形 椀状

D-18号士坑 1.94 0.13 0.22 隅丸方形 皿状 。
D-19号土坑 1.56 1.04 0.23 楕円形 椀状 。
D-20号土坑 1.22 1.22 0.45 円形 椀状 。i日S-l

D-21号土坑 1.11 0.63 0.16 楕円形 皿状 。|日 S-2

D-22号土坑 2.12 1.22 0.12 楕円形 皿状 。 。i日S-3

D-23号土坑 1.49 1.60 0.34 楕円形 皿状 。
第7表土坑観察表
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VI 近世の遺構

1 ?茸

調査区南西部付近で、水田土止の畦畔や溝(水路)及び中世遺構群を壊して造られた小規模な

溝を 6条検出した。いずれも遺構の切り合い関係と埋土から近世に属すると考えられる。

畦畔→ M~3号溝

畦畔→ M~4号溝

畦畔→ M~5 号溝. M~6号溝→ M~8号溝

畦畔→ D~18号土坑→ M~7号溝→ M~8 号溝

D ~21号土坑→ M~8号溝

[M-3号溝~M-7号溝] (第16図)

M~3号溝~M~7号溝は互いに平行に延びており、水田祉の畦畔を壊して造られている。

また、 M~7号溝は D~18号土坑を壊しており、 M~3 号溝. M~4号溝. M~7号溝はピッ

トによって壊されている。一方、M~5号溝~M~7号溝は M~8号溝によって壊されていゐ。

走方向と深さから M~3号溝~M~7号溝は同時期に掘られたものと推測される。

[M-8号溝] (第16図)

M~8号溝は畦畔. D~21号土坑. M~5 号潜. M~6 号溝. M~7 号溝. M~9 号溝及び、

ピットを壊して造られている。底面の一部に礁が分布する場所も認められた。土層の堆積状態

から水路だったと推測される。

(単位:m) 

遺構名 上幅 下幅 深さ 備考

M-3号溝 0.48 0.24 0.10 耕作溝

M-4号溝 耕作溝0.40 0.24 0.11 

M-5号溝 0.48 0.24 0.24 耕作溝

M-6号溝 0.56 0.24 0.17 耕作溝

M-7号溝 0.40 0.20 0.15 耕作溝

M-8号溝 0.96 0.72 0.20 水路

第8表近世の溝観察表
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四遺物

l 中世の遺物

中宿在家E遺跡、では、水田土止から土師器、須恵器や礁が、館祉付近から中世陶磁器等の遺物

が出土した。遺物は遺構に伴うものは少なく、水田祉のものは流れ込みによるものである。中

世は一部土坑やピットからの出土もみられるが、多数は中世確認面(包含層)での出土である。

水田社出土の遺物は小破片で、摩耗したものが多く、器種と帰属時期の判断ができないため、

ここでは点数のみを示す。土師器(形態不明の土師質土器も含む)19点、須恵器14点である。

周辺からの流れ込みであるため、水田土止と比較的時期の近い遺物と考えられる。

中世の遺物は陶磁器類、鉄製品、石製品等が出土した。陶磁器類は舶載陶磁(青磁11点・白

磁 1点)12点、瀬戸系陶器2点、(瀬戸系茶碗 l点)、陶器4点、軟質陶器1点、磁器1点、か

わらけ 2 点が出土している。特に舶載陶磁は 12世紀末~16世紀のもので、全て中国産であり、

竜泉窯系も l点認められる。ほとんどが碗皿類に分けられる。かわらけは 2点出土した。いず

れも灯明皿の破片である。鉄製品は槍(?)、鉄鉱(? )の武器の他、掛け金具、釘といった

建具も出土した。石製品は砥石が2点出土した。第18図2は頁岩製の仕上砥、第18図lは軽石

製で研磨痕が数条観察される。

2 近世の遺物

近世の遺物は銅銭2枚と陶磁器2点(天日茶碗 l点、京焼茶碗 l点)である。第18図7は清

銭(中国銭)の嘉慶通宝 (1796~1820年)である。

(井上慎也)
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挿図No 番号 出土位置 種類 器種 色調 口縁直径 底部直径 備考

第 17図 11 F -9 d 土師器 上干 燈色 (15.0) 

21 D-4 c 須恵、器 珂二 灰白色 (13. 4) 底部回転糸切り後、周知箆削り

31 K-9 c 須恵器 喜平 灰色 (9.2) 

41 F -9 c 須恵、器 主不 灰色 (9.2) 

51 P -2 青磁 高台付皿 オリーブ灰色 (6.2) 14~15世紀/中国産

61 P -27 青磁 高台付皿 オリ←ブ灰色 (6.2) 14~15世紀/中国産

71 P← 6 青磁 碗 明縁灰色 (11. 4) 15世紀。/竜泉窯系

81 N-3 d 青磁 オリーブ灰色 13世紀/中国産

91 1 -1号井戸 青磁 碗 オリーブ灰色 (13.6) 15~16世紀/中国産

101L-7a 青磁 珂ミ 明オリーフ灰色 (13.0) 13世紀/中国産

111 P -29 青磁 碗 オリーブ灰色 片切彫/14世紀/中国産

12表採 青磁 高克 明緑灰色 (15. 0) 片切彫/中国産

131 D-l 青磁 碗 灰白色 (15.0) 12世紀末 ~13世紀/中国産

141 N-5 b 青磁 L干 オリーブ灰色 15世紀ワ/中国産

1510-2 b 陶器 土不 にぶい赤褐色

161 p-g a 陶器 にぶし、赤褐色 (17. 0) 

171L-6 c 灰紬陶器 皿 緑灰色 (11. 0) 中世/瀬戸系

181P-46・ 50 土師質土器 皿 にぶい燈色 (9.6) 中世

191 P -51 土師質土器 皿 にぶし、権色 (7.2) 

(単位 ιcm) 

第9表土器-陶磁器観察表
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亡コ

ζ二コ
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P -47 

12u 7 

Q-2b 3 。。
巴字通。

Q-9a 5 

。 10cm 

C二こごコ
P -50 4 

P -48 6 5トレンチ 7 

。 5 cm 

挿図No.番号 出土fJZ晋 器種 五主4長さ (mm)幅 (mm)厚さ(四)重量 (g) 備考

第 18図 11 P -47 HT-3 砥石 軽石 61， 0 49.0 27， 5 43.0 |仕上砥石

21N-5a HT-3. HT-4 砥石 Sh 57.5 24.0 8.7 15.1 

31Q-2b 鉄製品 2. 5 3.6 1， 3 14.7 

41 P -50 HT-3 掛け金具 7.9 1， 8 1， 1 20.7 

51 Q -9 a 刀子 (20.3) 3. 7 2.4 234.8 

61 P -48 百T-5 古銭 2.4 2.4 

715トレンチ 古銭 2.5 3.4 嘉慶通宝、清銭

第 10表 石器・鉄製品・銅銭観察表

第四図 石器-鉄製品・銅銭実測図

33-



国成果と問題点

1 中宿在家 II遺跡の As-B層直下水田祉の性格

中宿在家E遺跡の立地する微高地(自然堤防)は、 1-1号井戸から As-C層が確認されて

いるので、 4世紀前葉以降には形成されていたと推測される。また、中宿在家E遺跡及び中宿

在家遺跡からは As← B層直下水田土止が検出されたが、この水田社以前に形成されたと考えら

れる遺構は検出されなかった。したがって、この地域は As-B層降下以前には居住域として

は利用されていなかったと推定される。

また、(株)古環境研究所に自然科学分析を委託したが、そのうちの「植物珪酸体(プラント・

オパール)分析J(註 1)で、稲籾の推定生産量を分析している o K -17グリッドについて仮

に2から 4の3層にわたって稲作が行われていたと仮定し、その層のlOa当たりの生産量を計

算し、当時の年間生産量をlOaあたりlOOkgと仮定すると、 128.6年間稲作が行われていたと推

定される。同様に E-2グリッドについて同様の計算を行うと 95.2年間となる。このことから

中宿在家 II遺跡の As-B層直下水田社で、は天仁元年に As-B 層に埋没する以前に約95~約

130年間稲作が続けられたと推測される。すなわち、 10世紀第 4 四半期~ll世紀第 l 四半期に

この調査区の稲作が開始されたと推測される。

一方、水田の区画や地割りについてはいくつかの類型が提起されている(註 2)が、中宿在

家E遺跡の水田土止は碓氷川低地帯に立地し、その水田祉の畦畔の配列は不規則である。また、

畦畔の一部が関口され水口としてそれぞ、れの水田へ給水するようになっている。これは工楽普

通氏の B類あるいは横倉興一氏の D (不規則水田)に該当するものである。この水田区画が

採用されたのは立地的な理由と年代的な理由が考えられる。また、中宿在家E遺跡の水田土止は

As-B層直下の水田土rl:であるが、 As-B層を掘り返したりなどの復旧された形跡がなかった

ので、 As-B層が降下した後そのまま放棄されたと推定される。

註 1 1咽 自然科学分析」の中の 12 植物珪酸体(プラント‘オパール)分析Jを参照のこと。

註2 工楽善通氏は水田を立地 区画・水路等から A 類~D 類の 4 つに分類する(工楽普通 1991 IN 水田経営の

立地と区画 1 土地を選ぶJr水田の考古学j p51 ~56 東京大学出版会)。横倉興一氏は、水田の 町区画の

内部の区割を、重複関係がつかめる高崎市日高遺跡から A、B、C、D、Eに分類し、 A.Bは9世紀後半頃に遡り

得るとして、(+)→ A.B (半折型水田)→ C.D (不規則水田)→ H(長地型水田)と移り、 Hの下限が11世紀

末という変化を示すという(岩本次郎 1994 1古代における地割の展開と稲作」、『古代日本の稲作l p125~ 126 

雄山閤)。
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2 掘立柱建物祉群について

本遺跡からは8棟の掘立柱建物土止が検出された。検出された掘立柱建物祉群の主屋は規模や

構造から HT-l号掘立柱建物社あるいは HT-2号掘立柱建物社と考えられ、その東に位置

するのは主屋に付属する建物群であると思われる。また、 HT-4. HT-5号掘立柱建物土止と

HT-6号掘立柱建物祉は重複しているので、その時期差が推定される。建物の南北軸の角度

から HT-1 .2・3・6号掘立柱建物祉は同時期であり、これらが造られる前に HT-4・5・

7号掘立柱建物祉が存在していたと考えられる o HT-2号掘立柱建物祉の北側から検出され

た1号柱穴列はその方向がHT-2号掘立柱建物祉の東西軸に平行なので、この建物に付属す

るものと考えられる。 HT-8号掘立柱建物祉は他の掘立柱建物社群と離れているが、調査区

外にある建物と他の館を構成するか、あるいは西側が出入り口であるので神社的建物あるいは

仏堂的建物であったとみられる。

一方、中宿在家E遺跡の南方から検出された中宿在家遺跡百区から掘立柱建物社群が検出さ

れているが、主屋は東西5間に南北2間で四周に庇を持つ 2号掘立柱建物で、副屋はそのすぐ

西にある 4号掘立柱建物で東西2聞に南北5聞で四周に庇をもっ建物である。この西側に東西

2聞に南北3問で北側に庇がつく 5号掘立柱建物・東西2問に南北2聞の 6号掘立柱建物・東

西2間に南北2聞で東側と南側に庇がつく 7号掘立柱建物が南北に並んでいた。また、 4号掘

立柱建物の南側から柵列が検出されており、その方向は 2・4号掘立柱建物の東西軸と平行し

ているので、この掘立柱建物群に付属するものと考えられる。中宿在家遺跡VI区における西側

に主屋がありその東側に付属する建物があるという建物群の配列は、中宿在家E遺跡の掘立柱

建物土I上群 l期と類似している。また、中宿在家遺跡の館土止と同様に堀あるいは溝、または土居

による区画は見受けられなかった。

以上のことから当遺跡の掘立柱建物祉群I期は中宿在家遺跡VI区の掘立柱建物土l上群と同時期

と考えられる。また、多数の舶載当時の存在から武士クラスの人物が想定される。
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3 中世の中宿について

今回の発掘調査で、中宿在家E遺跡周辺には、中宿在家遺跡の調査と合わせて、軍事的・経

済的に重要な拠点があることが明らかとなった。さらに、「在家jや「一町田j といった荘園

や条理地割りに関連した地名と蓮華寺周辺に見られる地割りから推測して、宮街道沿いに幾つ

かの中世の館祉の存在が考えられる(第21図)。この中でも方一町の規模を測る現在の蓮華寺

は、中宿周辺の領主の舘(在家館祉)であったと推測される。また、中宿在家遺跡及び中宿在

家E遺跡の館の主は、その規模から「在家館祉」の領主に属する郎党であると考えられる。な

お、中世の蓮華寺は碓氷川と柳瀬川の合流地点より下流にあったと云われている(第21図)が、

洪水によって流されたので、現在の場所に移転したという(第22図)。中世の蓮華寺のあった

場所は墓地となっている。

(深町真)

参考文献

坂井 隆司友康哲也・石井栄一 1997 r中宿在家遺跡ー上豊岡一里塚遺跡A (財)群馬県埋蔵文化財調査事業団

千田茂雄 1991 r九十九川沿岸遺跡群1] 安中市教育委員会

千田茂雄 1992 r九十九川沿岸遺跡群2] 安中市教育委員会

千田茂雄 1994 r九卜九川沿岸遺跡群3] 安中市教育委員会

大工原 豊・千田茂雄 1988 r古城遺跡』 安中市教育委員会

大工原豊・金井京子 1992 r田中田 久保田遺跡』 安中市教育委員会

大工原豊・ 1栄町真井 上 慎 也 金 井 京 子 中 津 信 忠 1998 r上ノ久保遺跡・桜林遺跡五ケ遺跡』安中市教育委員
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安中市誌編纂委員会編 1964 r安中市誌j 安中市

岩本次郎 1994 i古代日本の稲作』 雄山閤

工楽善通 1991 r水田の考古学j 東京大学出版会
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区 自然科学分析

株式会社古環境研究所

l 地質分析

(1)はじめに

中宿在家 II遺跡の発掘調査では、テフラに埋もれた水田遺構が検出された。そこで微化石

分析に先だ、って土層断面の地質調査を行い、土層の層序の記載を行った。土層の調査を行った

地点は、 K-17グリッドおよびE-2グリッドの 2地点である。

( 2 )土層の層序

a. K -17グリッド(第26図)

本地点の土層を、柱状図にして第26図に示す。ここでは、下位より灰色土(層厚15cm以上)、

黄灰色砂層(層厚4cm)、灰色土(層厚6cm)、黄色砂混じり黄褐色土(層厚2cm)、成層し

たテフラ層、黄灰色砂層(層厚 1cm)、褐色砂質土(層厚2cm)、灰色砂層(層厚15cm)、葉

理の発達した灰色砂層(層厚 5cm)、成層したテフラ層、黄灰色砂層(層厚2cm)、褐灰色砂

質土(層厚 9cm)、表土盛土(層厚33cm)が認められる。

2層の成層したテフラ層のうち、下位のテフラ層は、下位より灰色粗粒火山灰層(層厚O.

3cm)、褐色軽石層(層厚 lcm，軽石の最大径20mm)、褐色細粒軽石層(層厚3cm，軽石の

最大径2mm)、暗灰色粗粒火山灰層(層厚 1cm)、樺色岩片混じり褐色細粒軽石層(層厚2

cm，軽石の最大径4mm，石質岩片の最大径2mm)、灰色細粒火山灰層(層厚O.4cm)、黄色

細粒軽石層(層厚7cm，軽石の最大径4mm，石質岩片の最大径2mm)、暗灰色粗粒火山灰

層(層厚0.3cm)、灰色がかった暗褐色粗粒火山灰層(層厚0.4cm)、黄色粗粒火山灰層(層厚0

3cm)、暗灰色粗粒火山灰層(層厚0.2cm)、黄灰色粗粒火山灰層(層厚0.6cm)、暗灰色粗粒火

山灰層(層厚0.4cm)、褐色細粒軽石層(層厚1cm，軽石の最大径2mm)、桃色細粒火山灰層(層

厚 1cm)、灰色細粒火山灰層(層厚0.8cm)、暗灰色粗粒火山灰層(層厚3cm)の連続から構

成される。このテフラ層は、層相から 1108(天仁元)年に浅間火山から噴出した浅間Bテフラ (As

-B、新井，1979)に同定される。

一方、上位の成層したテフラ層は、下部の黄灰色粗粒火山灰層(層厚0.5cm) と上部の青灰

色細粒火山灰層(層厚0.4cm)から構成されている。このテフラ層は、層相から 1128(大治3)

年に浅間火山から噴出した浅間粕川テフラ (As-Kk、早田， 1991， 1995)に同定される。

なお水田遺構は、これらの土層のうち As-Bの直下から検出されている。

44 



b. E-2グリッド(第27図)

この地点では、下位より灰色土(層厚5cm以上)、暗灰色土(層厚7cm)、上位の黄灰色軽

石混じり暗灰色土(層厚 3cm)、成層したテフラ層、灰色砂層(層厚 6cm)、黄灰色砂層(層厚

0.7cm)、褐色砂質土(層厚 6cm)、青灰色細粒火山灰層(層厚 1cm)、灰褐色土(層厚

11cm)、盛土(層厚26cm)が認められた。

これらの土層のうち、成層したテフラ層は、下位より黄色細粒軽石層(層厚 1cm，軽石の

最大径2mm)、粗粒の褐色軽石を混じえる褐色軽石層(層厚2cm)、暗灰色粗粒火山灰層(層

厚0.3cm)、樟色岩片混じり褐色細粒軽石層(層厚2cm)、灰色細粒火山灰層(層厚0.2cm)、

黄灰色粗粒火山灰層(層厚7cm)から構成されている。このテフラ層は、上部が削剥を受け

ているものの、層相から As-Bに同定される。ここでもこの As-B直下から水田遺構が検

出されている。なお全体としては、前述の K-17グリッドの方がAs-Bの状態が良好である。

(3 )小結

中宿在家 II遺跡において、地質調査を行い土層の記載を行った。その結果、下位より浅間

Bテフラ (As-B、1108年)および浅間粕川テフラ (As-Kk、1128年)の 2層のテフラが検

出された。本遺跡で検出された水田遺構の層位は、 As-B直下にある。

参考文献

新井房夫 1979 ['関東地方北西部の縄文時代以降の示標テフラ層Jr考古学ジャーナルjNO.157 p.41-52 

早田 勉 1991 ['浅間火山の生い立ちJr佐久考古通信jNO.53 p.2-7 

早田 勉 1995 ['テフラからさぐる浅間山の活動史Jr御代田町誌1 自然編jp 22-43 
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2 植物珪酸体(プラント・オパ ル)分析

(1)はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02)が蓄積したものであり、

植物が枯れたあとも微化石(プラント・オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。

植物珪酸体分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出する方法であり、イネをはじめとする

イネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている(杉山， 1987)。また、

イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能で、ある(藤原・杉山， 1984)。

中宿在家 II遺跡の発掘調査では、 As-B直下層から水田遺構が検出された。そこで、同遺

構における稲作の検証を主目的として分析を行った。

(2)試料

試料は、 K-17グリッド、 K-18グリッド、 E-2グリッドの 3地点から採取された計12点

である。試料探取箇所を分析結果の柱状図に示す。

( 3 )分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法(藤原， 1976)をもとに、次の

手)11買で、行ったO

1 )試料の絶乾 (105
0

C' 24時間)

2)試料約19を秤量、ガラスビーズ添加(直径約40μm'約0.02g)

※電子分析天秤により 1万分の 19の精度で秤量

3)電気炉灰化法 (550
0

C. 6時間)による脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W. 42KHz， 10分間)

5)沈底法による微粒子 (20μ m.L-J、下)除去、乾燥

6)封入剤(オイキット)中に分散、プレパラート作成

7)検鏡・計数

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、 400倍の偏光顕微

鏡下で、行った。計数は、ガラスビーズ倍数が400以上になるまで、行った。これはほぼプレパラ

ート l枚分の精査に相当する。試料 19あたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体

とガラスピ ズ個数の比率をかけて、試料 19中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数(機動細胞珪酸体

l 個あたりの植物体乾重、単位 10 -5 g) をかけて、単位面積で層厚 1cmあたりの植物体
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生産量を算出した。イネ(赤米)の換算係数は2.94、ヨシ属(ヨシ)は6.31、ススキ属型(ス

スキ)は1.24、タケ亜科(ネザサ節)は0.48である。

(4 )分析結果

水田跡の検討が主目的であることから、同定および定量はイネ、ヒエ属型、ヨシ属、ススキ

属型、タケ亜科(おもにネザサ節)の主要な 5分類群に限定した。これらの分類群について定

量を行い、その結果を第16表および第28図~第30図に示したO 写真 1に主要な分類群の顕微鏡

写真を示す。

( 5 )稲作跡の午食言す

水田跡(稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体が試料 19あたりおよ

そ5，000個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判

断している。また、その層にイネの宮、度のピ クが認められれば、上層から後代のものが混入

した危険性は考えにくくなり、その層で稲作が行われていた可能性はより確実なものとなる。

以上の判断基準にもとづいて稲作の可能性について検討を行った。

a. K -17グリッド(第28図)

As-B直上層(試料 1)と直下層(試料2、3)およびその下層(試料4) について分析

を行った。その結果、試料lを除く各試料からイネが検出された。このうち、 As-Bの下層

(試料4)では密度が7，100個 /gと高い値である。したがって、同層では稲作が行われていた

可能性が高いと考えられる。 As-B 直下層(試料2 、 3) では、密度は 700~3 ， 000個 /g と比

較的低い値であるが、直上を As-B層で覆われていることから、上層から後代のものが混入

したことは考えにくい。したがって、同層準の時期に調査地点もしくはその近辺で稲作が行わ

れていた可能性が考えられる。

b. K -18グリッド(第29図)

As-B 直下確認面から採取された試料 1~4 について分析を行った。その結果、これらの

すべての試料からイネが検出された。密度は7，500~9 ， 200個 /gと高い値である。したがって、

同確認面で、は稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

C. E -2グリッド(第30図)

As-Kk直下層(試料 1)、 As-B直下層(試料2、3)およびその下層(試料4)につい

口
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て分析を行った。その結果、試料lを除く各試料からイネが検出された。このうち、 As-B直

下層(試料2、3)では密度が3，900~7 ， 100個 /g、その下層(試料4)でも 7，500個 /gと高

い値である。したがって、これらの層準では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

(6) まとめ

以上のように、水田遺構が検出された As-B直下層および同確認面からはイネの植物珪酸

体が多量に検出され、同層で稲作が行われていたことが分析的に検証された。また、 As-B 

の下層でも稲作が行われていた可能性が認められた。

参考文献

藤原宏志 1976 Iプラントオパール分析法の基礎的研究 (1) 数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法 Jr考

古学と自然科学9jp.15-29 

藤原宏志・杉山真二 1984 Iプラント オパール分析法の基礎的研究 (5) ープラント・オパール分析による水回祉の探

査 J r考古学と自然科学mp.73-85 

杉山真二 1987 I遺跡調査におけるプラント・オパ ル分析の現状と問題点Jr植生史研究第2号jp 27-37 
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K-17グリッド K-18グリッド E-2グリッド

分類群/試料 l 2 3 4 1 2 3 4 2 

イネ 7 30 71 76 92 86 75 39 

ヨシ属 16 15 15 16 7 31 

ススキ属型 7 22 8 31 38 23 7 8 31 

タケ亜属 7 30 30 31 31 38 31 37 63 

検出密度(単位 x 100個 /g)

イネ 0.22 0.87 2.07 2.25 2.71 2.52 2.20 1. 15 

(イネ籾) 0.08 0.30 0.73 0.79 0.95 0.88 0.77 0.40 

ヨシ属 0.99 0.96 0.97 0.98 0.47 1. 98 

ススキ属型 0.09 0.27 O. 10 0.38 0.48 0.29 0.09 0.10 0.39 

タケ亜属 0.04 0.14 0.14 0.15 O. 15 0.18 O. 15 O. 18 0.30 

推定生産量(単位・ Xkg / rrl . cm) 

第16表 中宿在家E遺跡の植物珪酸体(プラント-オパール)分析結果

※主要な分類群について計数

NO. 分類群

イネ

2 イネ

3 イネ(側面)

4 ヨシ属

5 ススキ属型

6ネザサ節型

土也J日 試料名 | 
E~2 グリッド

K~17 グリッド

K~18 グリッド

E~2 グリッド

K~18 グリッド

K~18 グリッド

第17表植物珪酸体の顕微鏡写真

(倍率はすべて400倍)

50 

41 

2 1 

3 4 

71 75 

32 8 

32 15 

64 75 
」

2. 10 2.22 

0.74 0.78 

2.00 0.48 

0.39 0.19 

0.30 0.36 
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3 花粉分析

(1)試料

試料は、 K-18グリッドの As-B直下確認面およびK-17グリッドの As-B直下層から

採取された 2点である。

( 2 )方法

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村 (1973) を参考にし、試料に以下の順で物理化学処理

を施して行った。

1) 5 %水酸化カリウム溶液を加え 15分間湯煎する。

2)水洗した後、 0.5mmの簡で礁などの大きな粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去

を行う。

3) 25%フッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4)水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理(無水酢酸9: 1 濃硫酸のエルド

マン氏液を加え 1分間湯煎)を施す。

5)再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う 0

6)沈濯に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作

製する。

以上の物理・化学の各処理問の水洗は、 1500rpm、2分間の遠心分離を行った後、上澄みを

捨てるという操作を 3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラート作製後直ちに、生物顕微鏡によって 300~1000倍で、行った。花粉の同定

は、島倉(1973)および中村 (1980) をアトラスとし、所有の現生標本との対比で行った。結

果は同定レベルによって、科、亜科、属、亜属、節および種の階級で分類した。複数の分類群

にまたがるものはハイフン(-)で結んで、示した。

( 3 )結果

出現した分類群は、樹木花粉7、樹木花粉と草本花粉を含むもの 1、草本花粉6、シダ植物

胞子2形態の計四である。これらの学名と和名および粒数を第18表に示す。以下に出現した

分類群を示す。

〔樹木花粉〕

マツ属複維管東亜属、スギ、ハンノキ属、クリーシイ属、ブナ属、コナラ属アカガシ亜属、

ニレ属ーケヤキ

A
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〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科ーイラクサ科

〔草本花粉〕

イネ科、カヤツリグサ科、タンポポ亜科、キク亜科、オナモミ属、ヨモギ属

〔シ夕、植物抱子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

分析の結果、 K-18グリッドの As-B直下確認面の試料からは、あまり花粉が検出されな

かった。傾向としては樹木花粉より草本花粉が多く、特にヨモギ属が多い。他は特徴がつかみ

にくいが、樹木花粉では風媒花ばかりであり、草本花粉ではタンポポ亜科などキク科が多い。

K-17グリッドの As-B直下層からは、樹木花粉のスギ、コナラ属アカガシ亜属がわずか

に検出された。

浅間 Bテフラ (As-B、1108年)直下層の堆積当時は、遺跡周辺はヨモギ属やタンポポ

亜科などが生育するような排水のよいやや乾燥した環境であったと推定される。花粉があまり

検出されない原因としては、乾湿を繰り返す水田耕作によって花粉が分解されたことが考えら

れる。

参考文献

中村純 1973r花粉分析jp.82-110 古今書院

金原正明 1993 I花粉分析法による古環境復j京Jr新版古代の日本第10巻古代資料研究の方法jp.248-262 角川書扇

島倉巳三郎 1973 I日本植物の花粉形態Jr大阪市立自然科学博物館収蔵目録第5集JP60 

中村 純 1980 I日本産花粉の標徴Jr大阪自然史博物館収蔵目録第13集jp.91 
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分類群 K~18グリッド K~17 :::7" 1)ッド)
学名 和名 As-B直下水田

Arborea 1 poll en 樹木花粉

Pinus subgen.DiPloxylon マツ属複維管束亜属 l 

Cry争tωnenαjゆonlca スギ 4 

Alnus ハンノキ属 l 

Fagus ブナ属 1 

Queγcus subgen. cyclobαlanopsis コナラ属アカガシ亜属 2 l 

Ulmus-Zelkova serrata ニレ属ケヤキ l 

Arborea1・Nonarborea1po11en 樹木・草本花粉

Moraα~ae- U:γticaceαι クワ科 イラクサ科 1 

Nonarbor巴a1pollen 草本花粉

Gramineae イネ科 3 

Cyperaceae カヤツリグサ科 1 

Lactucoideae タンポポ亜科 4 

Asteroid eae キク亜科 2 

Xanthium オナモミ属 l 

Artemisia ヨモギ属 27 

Fern spore シダ植物胞子

Mono1且tetyp巴 spore 単条溝胞子 8 

Tri1ate typ巴 spore 二条溝胞子 l 

Arbor巴白 1pollen 樹木花粉 10 

Arborea1 . Nonarborea1 poll巴n 樹木・草本花粉 l 。
Nonarbor巴a1pollen 草本花粉 38 。
Tota1 pollen 花粉総数 49 21 

Unknoen pollen 未同定花粉 。 。
F巴rn spore シダ植物胞子 9 。

第18図 中宿在家E遺跡における花粉分析結果
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4 寄生虫卵分析

(1)試料

試料は、 K-18グリッドの As-B直下確認面およびK17グリッドの As-B直下層から採

取された 2点である。

( 2 )方法

微化石分析法を基本に以下のように行った。

1 )サンプルを採量する。

2)脱イオン水を加え撹枠する。

3)飾別により大きな砂粒や木片等を除去し、沈澱法を施す0

4) 25%フッ化水素酸を加え30分静置。 (2・3度混和)

5)水洗後サンプjレを 2分する。

6)片方にアセトリシス処理を施す。

7)両方のサンプルを染色後グリセリンゼリーで封入しそれぞれ標本を作製する 0

8)検鏡・計数を行う。

以上の物理-化学の各処理問の水洗は、 1500rpm、2分間の遠心分離を行った後、上澄みを

捨てるという操作を 3回繰り返して行った。

( 3 )結果

分析の結果、 K-18グリッドの As-B直下確認面からは低密度ではあるが回虫卵と鞭虫卵

が検出された。また、K-17グリッドの As-B直下層からはわずかに不明虫卵が検出されたが、

人に起因する種類ではない。

(4 )考察

K -18グリッドの As-B直下確認面では、低密度ではあるが回虫卵と鞭虫卵が検出され、

人糞による汚染が示唆された。ある程度の人口密度のある集落域周辺における汚染、周囲にお

ける人糞施肥による汚染などが考えられる。

K-17グリッドの As-B直下層では、不明虫卵が検出されたが、人に起因するものはなく、

人糞施肥を示唆するデータは得られなかった。花粉分析結果でも花粉が極めて少ないことから、

乾湿を繰り返す水田耕作によって寄生虫卵も分解された可能性が考えられる。
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参考文献

Peter]. Warnock and Karl J. Reinhard 1992 Methods for Extraxting Pollen and Parasite Eggs from Latrine Soils 

Jounal of Archaeological Science 19 p.231-245 

金原正明・金原正子 1992 I花粉分析および寄生虫J[藤原京跡の便所遺構 藤原京7条 1坊 j p.14-15 奈良国立文

化財研究所

金子清俊 谷口博一 1987 I線形動物 扇形動物Jr医動物学，新版臨床検査講座8j p.9 -55医歯薬出版

分 類 群(試料1/5cc) K-17グリッド Kー18グリッド

学名 和名 As-B直下水田

Helminth eggs 寄生虫卵

IAscαγzs 回虫卵 3 

TγichUiγs 鞭虫卵

Unknown eggs 不明虫卵

第四表 中宿在家E遺跡における寄生虫卵分析結果
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5 出土炭化材の樹種同定

(1)試料

試料は、炭化材 D-22号土坑(中世土坑)、炭化材 P-49(HT← 1号掘立柱建物社)の 2

点である。

(2 )方法

試料を割折して新鮮な基本的三断面(木材の横断面・放射断面-接線断面)を作製し、落射

顕微鏡によって 75~750倍で観察した。樹種同定は解剖学的形質および現生標本との対比によ

って行った。

( 3 )結果

結果を第20表に示し、各断面の顕微鏡写真を示す。

試 料 樹 種 和 名 / 学名

炭化材 D-22号土坑(中世土坑) コナラ属コナラ節 Quercus s巴ct.Prius 

炭化材 P-49 (HT-l号掘立柱建物壮) ケヤキ Zelkova serrata Makino 

第20表 中宿在家E遺跡出土炭化材の樹木分析結果

3. コナラ属コナラ節 Quercus sect. Prinus ブナ科 写真3-1

横断面:年輪のはじめに大型の道管が、 1~数列配列する環孔材である。娩材部では薄壁で

角張った小道管が、火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面 道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 放射組織は向性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射

組織である。

以上の形質よりコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ、コナラ、

ナラガシワ、ミズナラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、高さ

15m、径60cmぐらいに達する。材は強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。
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b ケヤキ Zelkov且serrataMakino ニレ科 写真3-2 

横断面 年輪のはじめに中型から大型の道管が 1~2列配列する環孔材である。孔園部外の

小道管は多数複合して円形、接線状ないし斜線状に配列する。早材から晩材にかけて、道管の

径は急激に減少する。

放射断面・道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織はほ

とんどが平伏細胞であるが、上下の縁辺のみが方形細胞でしばしば大きくふくらんでいる。

接線断面ー放射組織は異性放射組織型で、上下の縁辺の細胞は大型でしばしば大きくふくら

んでいる。幅は 1~8 細抱幅である。

以上の形賀よりケヤキに同定される。ケヤキは本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、

高さ 50m、径3mに達する。材は強靭で従曲性に富み、建築、器具などに用いられる。

参考文献

佐伯 浩・原田 浩 1985 I広葉樹材の細胞Jr木材の構造jp.49 ~ 100 文永堂出版
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